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二
〇
二
四
年
度
に
実
施

し
た
本
院
の
主
な
事
業
の

概
要
に
つ
い
て
、二
〇
二
五

年
度
第
二
回
理
事
会
（
二

〇
二
五
年
五
月
二
十
九
日

開
催
）に
お
い
て
承
認
を
い

た
だ
い
た
学
校
法
人
東
北

学
院
事
業
報
告
書
編
集
委

員
会
編
『
二
〇
二
四
年
度

事
業
報
告
書
（
二
〇
二
四

年
四
月
一
日
～
二
〇
二
五
年

三
月
三
十
一
日
）』に
よ
り
、

各
部
門
の
二
〇
二
四
年
度

に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

中
心
に
そ
の
概
要
を
以
下

に
報
告
致
し
ま
す
。な
お
、

こ
の
報
告
書
に
つ
き
ま
し

て
は
、学
校
法
人
東
北
学
院

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

「
事
業
報
告
二
〇
二
四
年

度
」
と
し
て
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

一
．学
校
法
人
部
門

学
校
法
人
東
北
学
院
は

二
〇
二
五
年
四
月
一
日
施

行
の
改
正
私
立
学
校
法
に

対
応
す
る
た
め
関
連
規
定

の
整
備
を
順
調
に
進
め
て
、

二
〇
二
四
年
十
二
月
十
九

日
お
よ
び
二
〇
二
五
年
一

月
二
十
二
日
付
で
寄
附
行

為
の
改
正
が
認
可
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
改
正
は
、理
事

二
〇
二
四
年
度
は
、開
設

二
年
目
と
な
る
五
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
の
円
滑
な
運
用
、そ

し
て「
ひ
と
つ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
構
想
」
の
実
現
を
目
指

し
て
、
学
部
の
壁
を
越
え

た
文
理
融
合
の
学
び
の
場

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
東
北
学
院
大

学
ア
ー
バ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

計
画
」
に
従
っ
て
多
賀
城

キ
ャ
ン
パ
ス
の
売
却
を
完

了
す
る
と
と
も
に
、
東
北

学
院
榴
ケ
岡
高
等
学
校
の

泉
キ
ャ
ン
パ
ス
二
号
館
へ

の
移
転
、
東
北
学
院
大
学

の
課
外
活
動
施
設
の
整
備

な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
泉

キ
ャ
ン
パ
ス
の
利
活
用
計

画
を
着
実
に
推
進
す
る
な

ど
、
大
規
模
事
業
を
無
事

に
完
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

学
校
法
人
全
体
の
取
り
組�

み
と
し
て
は
、本
院
の
施
策�

を
具
体
的
な
行
動
計
画
に�

落
と
し
込
ん
だ「TG Grand �

Vision 150 

第
Ⅱ
期
中
期

計
画（
二
〇
二
〇
年
度
～
二

〇
二
五
年
度
）」四
年
目
の

年
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
計
画

の
実
施
に
際
し
て
も
、目
標

の
達
成
に
必
要
な
予
算
措

置
を
着
実
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、様
々
な
事

業
計
画
を
成
就
さ
せ
て
な

お
、
財
政
的
影
響
は
所
期

会
と
評
議
員
会
の
役
割
明

確
化
や
内
部
統
制
シ
ス
テ

ム
の
整
備
な
ど
、学
校
法
人

の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
を
目

的
と
し
て
い
る
も
の
で
す

が
、
な
お
こ
の
点
に
関
連

し
て
、本
院
ガ
バ
ナ
ン
ス
・

コ
ー
ド
の
実
施
状
況
の
点

検
評
価
に
つ
い
て
は
二
〇

二
四
年
度
も
良
好
な
結
果

で
し
た
。

続
い
て
、
包
括
連
携
協

定
に
つ
い
て
、二
〇
二
三
年

度
に
締
結
を
し
た
株
式
会

社
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
と
の
包

括
連
携
協
定
に
基
づ
き
、

東
北
学
院
大
学
泉
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に「
Ｔ
Ｇ
ベ
ガ
ル
タ

仙
台
フ
ィ
ー
ル
ド
」
お
よ

び
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
整
備

し
、二
〇
二
五
年
三
月
十
二

日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

加
え
て
、同
協
定
の
一
環
と

し
て
、ベ
ガ
ル
タ
仙
台
か
ら

元
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
の
佐
々
木

勇
人
氏
を
東
北
学
院
大
学

サ
ッ
カ
ー
部
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー

チ
に
招
聘
し
、
競
技
力
向

上
を
図
っ
て
い
ま
す
。二
〇

二
五
年
一
月
に
は
新
た
に
東

北
医
科
薬
科
大
学
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
し
、
両

法
人
の
強
み
を
活
か
し
た

よ
り
質
の
高
い
教
育
・
研
究

を
推
進
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、法
人
一
体
と
な
っ

た
中
高
大
連
携
の
取
組
と

し
て
、「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
教
育
」の
展
開
が
付

け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

の
予
定
の
範
囲
内
で
あ
り
、

進
捗
は
引
き
続
き
順
調
で

あ
り
ま
す
。

本
院
は
、今
後
と
も
、当

該
計
画
と
表
裏
一
体
の
も

の
と
し
て
常
に
伴
走
し
て

き
た「
学
校
法
人
東
北
学

院
中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
第

Ⅳ
期（
二
〇
二
〇
年
度
～
二

〇
二
五
年
度
）」に
基
づ
く

財
務
統
制
や
財
務
規
律
を

堅
持
し
、
本
院
の
事
業
を

永
続
的
、
発
展
的
に
維
持

さ
せ
る
た
め
、
健
全
な
財

務
体
制
の
も
と
で
将
来
に

向
け
た
準
備
を
着
々
と
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
対
す

る
関
係
各
位
の
ご
支
援
と

ご
協
力
に
感
謝
を
申
し
上

げ
つ
つ
、
二
〇
二
四
年
度

の
決
算
に
つ
き
ま
し
て
、

次
の
と
お
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

【
事
業
活
動
収
支
計
算
書
】

二
〇
二
四
年
度
決
算
の

概
略
に
つ
き
ま
し
て
、
学

校
法
人
の
当
該
会
計
年
度

の
収
支
状
況
を
示
す「
事

業
活
動
収
支
計
算
書
」
に

基
づ
き
説
明
い
た
し
ま
す
。

〈
教
育
活
動
収
支
〉

ま
ず
、
教
育
活
動
収
支

に
つ
い
て
、教
育
活
動
収
入

計
は
、二
〇
二
四
年
度
補
正

予
算（
以
下
、「
補
正
予
算
」

と
い
う
。）
に
比
べ
て
約
一

億
千
六
万
円
の
収
入
増
と

な
り
、
約
百
九
十
五
億
五

千
二
百
五
十
九
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

教
育
活
動
収
入
の
中
で

最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

る
学
生
生
徒
等
納
付
金

は
、
ほ
ぼ
補
正
予
算
ど
お

り
の
約
百
五
十
五
億
三
千

五
百
九
十
六
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

手
数
料
は
、補
正
予
算
と

比
べ
て
約
二
千
五
万
円
増

の
約
三
億
六
千
二
百
八
十

八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
主
に
、各
設
置
学
校
で

補
正
予
算
編
成
時
に
想
定

し
た
志
願
者
数
を
上
回
っ

た
こ
と
に
伴
う
入
学
検
定

料
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

寄
付
金
は
、
特
別
寄
付

金
及
び
現
物
寄
付
に
お
い

て
、補
正
予
算
と
比
べ
て
約

三
千
二
百
二
十
一
万
円
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

経
常
費
等
補
助
金
は
、

主
に
大
学
部
門
の
私
立
大

学
等
経
常
費
補
助
金
に
つ

い
て
、補
正
予
算
と
比
べ
て

約
七
千
二
百
三
十
一
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
活
動
支
出
の
中
で

最
も
大
き
な
割
合
を
占
め

る
人
件
費
は
、
補
正
予
算

と
比
べ
て
約
三
千
九
百
六

十
五
万
円
増
の
約
八
十
九

億
三
千
五
百
三
十
一
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

教
育
活
動
支
出
計
は
、補

正
予
算
に
比
べ
て
約
一
億

九
千
四
百
十
四
万
円
の
支

出
減
と
な
り
、
約
百
八
十

四
億
九
千
百
二
十
三
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

教
育
研
究
経
費
は
、
主

に
消
耗
品
費
、光
熱
水
費
、

旅
費
交
通
費
及
び
委
託
費

な
ど
に
お
い
て
、各
部
門
が

節
約
に
努
め
た
結
果
、
補

正
予
算
に
比
べ
て
約
一
億

九
千
五
百
十
一
万
円
減
の

約
七
十
九
億
七
千
四
百
六

十
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

管
理
経
費
も
教
育
研
究

経
費
と
同
様
の
理
由
に
よ

り
、
補
正
予
算
に
比
べ
て

約
三
千
八
百
六
十
八
万
円

減
の
約
十
五
億
八
千
百
三

十
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
教
育
活
動

収
支
差
額
は
、
補
正
予
算

と
比
べ
て
約
三
億
四
百
十

九
万
円
増
の
約
十
億
六
千

百
三
十
六
万
円
の
収
入
超

過
と
な
り
ま
し
た
。

〈
教
育
活
動
外
収
支
〉

教
育
活
動
外
収
支
差
額

は
、
受
取
利
息
が
予
算
編

成
時
に
見
込
ん
だ
額
よ
り

増
加
し
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
補
正
予
算
と
比
べ
て

約
千
九
百
一
万
円
増
の
約

一
億
八
千
二
百
五
十
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

〈
経
常
収
支
差
額
〉

教
育
活
動
収
支
差
額
と

教
育
活
動
外
収
支
差
額
を

合
わ
せ
た
経
常
収
支
差
額

は
、
補
正
予
算
と
比
べ
て

約
三
億
二
千
三
百
二
十
万

円
増
の
約
十
二
億
四
千
三

百
八
十
六
万
円
の
収
入
超

過
と
な
り
ま
し
た
。

〈
特
別
収
支
〉

特
別
収
支
に
つ
い
て
、

特
別
収
入
計
は
、
主
に
施

設
設
備
に
係
る
現
物
寄
付

が
増
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、

補
正
予
算
と
比
べ
て
約
四

千
四
百
十
四
万
円
増
の
約

二
十
億
五
十
一
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

特
別
支
出
計
は
、
資
産

処
分
差
額
の
増
な
ど
に
よ

り
、
補
正
予
算
と
比
べ
て

約
二
千
三
百
九
十
六
万
円

増
の
約
二
十
七
億
六
千
五

百
七
十
九
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
結
果
、
特
別
収
支

差
額
は
、補
正
予
算
と
比
べ

て
支
出
超
過
が
約
二
千
十

八
万
円
減
少
し
、
約
七
億

六
千
五
百
二
十
八
万
円
の

支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

〈
基
本
金
組
入
前

当
年
度
収
支
差
額
〉

基
本
金
組
入
前
当
年
度

収
支
差
額
は
、補
正
予
算
と

比
べ
て
約
三
億
四
千
三
百

三
十
八
万
円
増
の
約
四
億

七
千
八
百
五
十
八
万
円
の

収
入
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

〈
基
本
金
組
入
額
合
計
〉

基
本
金
組
入
額
合
計

は
、
補
正
予
算
と
比
べ
て

約
二
億
二
百
七
十
五
万
円

増
の
約
二
十
七
億
四
千
九

百
二
十
二
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

〈
当
年
度
収
支
差
額
〉

当
年
度
収
支
差
額
は
、

補
正
予
算
に
比
べ
て
支
出

超
過
が
約
一
億
四
千
六
十

三
万
円
改
善
し
、
約
二
十

二
億
七
千
六
十
四
万
円
の

支
出
超
過
と
な
り
ま
し
た
。

〈
基
本
金
取
崩
額
〉

基
本
金
取
崩
額
は
、主
に

大
学
部
門
の
多
賀
城
キ
ャ

ン
パ
ス
の
売
却
な
ど
に
よ

り
、
補
正
予
算
と
比
べ
て

約
一
億
二
百
七
十
九
万
円

増
の
約
百
六
十
六
億
千
二

百
二
十
六
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

〈
翌
年
度
繰
越
収
支
差
額
〉

累
積
の
収
支
を
示
す
翌

年
度
繰
越
収
支
差
額
は
、

支
出
超
過
が
約
二
億
四
千

三
百
四
十
二
万
円
改
善
し
、

全
体
と
し
て
約
九
十
九
億

六
千
四
十
四
万
円
の
支
出

超
過
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、こ
の
支
出
超
過
は�

二
．大
学
部
門

二
〇
二
三
年
度
に
作
成

し
た
点
検
・
評
価
報
告
書

の
提
出
に
よ
り
、公
益
財
団

法
人
大
学
基
準
協
会
に
よ

る
大
学
評
価（
認
証
評
価
）

を
受
審
し
、長
所
二
点
、改

善
点
二
点
を
含
め
て
適
合

の
評
価
結
果
が
通
知
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、文
部
科
学
省
「
デ

ジ
タ
ル
と
掛
け
る
ダ
ブ
ル

メ
ジ
ャ
ー
大
学
院
教
育
構

築
事
業
」の
補
助
を
受
け
て

二
〇
二
二
年
度
か
ら
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
、

経
済
学
研
究
科
経
済
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
修
士

課
程
の
設
置
計
画
に
つ
い

て
、文
部
科
学
大
臣
か
ら
届

出
受
理
の
通
知
が
あ
り
、二

〇
二
五
年
度
の
開
設
が
確

定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
次
の
教
学
組
織

改
編
計
画
と
し
て
理
系
新

学
部
設
置
、
既
存
学
部
改

編
を
柱
と
し
た
二
〇
二
七

年
度
教
学
組
織
改
編
計
画

概
要
を
策
定
し
、
理
系
新

学
部
設
置
に
関
し
て
は
独

立
行
政
法
人
大
学
改
革
支

援
・
学
位
授
与
機
構
大
学
・

高
専
機
能
強
化
支
援
事
業

の
補
助
対
象
校
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
の
補
助
事

業
で
あ
る
私
立
大
学
等
改

革
総
合
支
援
事
業
で
は
、

四
つ
の
タ
イ
プ
の
支
援
対

象
の
う
ち
、
本
学
は
タ
イ

プ
３
の「
地
域
社
会
へ
の
貢

献（
地
域
連
携
型
）」
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

三
．中
学
校・高
等
学
校
部
門

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
共
学
化
を

伴
う
学
校
改
革
の
一
つ
の
節

目
と
し
て
、東
北
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校
で
は
、二
〇

二
四
年
度
は
初
め
て
の
女

子
の
卒
業
生
を
送
り
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
中
高
大
連
携
事

業
に
お
い
て
、
二
〇
二
四

年
度
か
ら
の
取
り
組
み
と

し
て
中
学
三
年
生
の
工
学

部
実
習
の
実
施
な
ど
も
加

わ
り
、
さ
ら
に
連
携
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

部
活
動
で
は
、中
学
校
、

高
等
学
校
と
も
に
、
二
〇

二
四
年
度
も
大
い
に
成
果

を
上
げ
ま
し
た
。
特
に
、高

校
陸
上
部
や
高
校
弓
道
部

な
ど
は
全
国
大
会
で
入
賞

を
し
、ま
た
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
は
三
十
七
年
ぶ
り
に
全

国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

に
出
場
し
、
ベ
ス
ト
16
の

成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
大
会
出
場
に

際
し
て
は
多
く
の
皆
様
か

ら
の
ご
声
援
、
ご
支
援
を

頂
戴
し
た
こ
と
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

四
．榴
ケ
岡
高
等
学
校
部
門

二
〇
二
四
年
度
は
進
学

重
視
型
単
位
制
に
移
行
し

て
か
ら
二
年
目
を
迎
え
、

「
個
別
最
適
な
学
び
」
が
実

現
で
き
る
体
制
の
確
立
を

目
指
し
て
、
ま
ず
二
年
次

の
理
科
・
地
歴
公
民
に
お

い
て
、二
〇
一
九
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す

コ
ー
ス
制
の
枠
を
超
え
た

進
路
希
望
に
応
じ
た
選
択

科
目
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、二
〇
二
五
年
度
か

ら
大
学
泉
キ
ャ
ン
パ
ス
二

号
館
へ
移
転
す
る
こ
と
か

ら
、二
〇
二
四
年
度
の
一
年

を
か
け
て
、新
し
い
教
育
環

境
の
設
定
と
そ
の
環
境
の

下
で
行
わ
れ
る
新
た
な
教

育
活
動
に
つ
い
て
、校
舎
移

転
委
員
会
を
中
心
に
検
討

を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
検
討
の
成
果
を

ふ
ま
え
て
新
し
く
整
備
さ

れ
た
教
育
環
境
の
下
で
、更

な
る
教
育
活
動
の
充
実
を

目
指
し
、
榴
ケ
岡
高
校
の

生
徒
が
大
学
生
の
よ
う
な

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過

ご
す
こ
と
に
よ
り
、本
校
が

さ
ら
に「
入
り
た
い
高
校
」

と
し
て
評
価
さ
れ
る
魅
力

あ
る
高
校
づ
く
り
を
目
指

す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

五
．幼
稚
園
部
門

二
〇
二
四
年
度
に
大
き

く
歩
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
た
も
の
を
項
目
的
に
列

挙
い
た
し
ま
す
と
、
①
入

園
児
確
保
に
あ
た
っ
て
、

設
置
学
校
及
び
法
人
各
部

署
と
の
連
携
を
強
化
し
た

こ
と
、
②
満
三
歳
児
ク
ラ

ス
を
独
立
さ
せ
、
教
員
一

名
を
新
た
に
採
用
し
、
満

三
歳
児
の
受
け
入
れ
体
制

整
備
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
満
三
歳
児
の
入
園
希
望

者
が
増
え
た
こ
と
、
③TG 

Grand Vision 150

の
重

点
項
目「
体
験
教
育
」の
一

つ
と
し
て
、二
〇
二
四
年
度

は
新
た
に
一
年
の
ま
と
め

と
な
る
後
期
の
参
観
日
を

幼
稚
園
発
表
会
と
し
て
、

こ
の
幼
稚
園
発
表
会
を
大

学
五
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
押
川

記
念
ホ
ー
ル
に
て
実
施
し

た
こ
と
、
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
本
園

教
育
活
動
の
下
で
、園
児
一

人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の

成
長
を
遂
げ
た
こ
と
に
喜

び
と
安
堵
を
覚
え
る
こ
と

が
で
き
た
一
年
と
な
り
ま

し
た
。

事
業
報
告
の
最
後
に
な

り
ま
す
が
、
本
事
業
報
告

書
の
冒
頭
に
原
田
善
教
理

事
長
の
挨
拶
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
こ
で
は

急
速
に
進
行
す
る
少
子
化

を
背
景
と
す
る
危
機
の
時

代
の
中
に
あ
る
私
立
学
校

に
言
及
さ
れ
つ
つ
、
そ
う

し
た
先
の
見
通
せ
な
い
時

代
に
お
い
て「
社
会
か
ら

選
ば
れ
る
学
校
」
と
し
て

の
学
校
法
人
東
北
学
院
の

実
現
を
展
望
し
な
が
ら
、

TG Grand Vision 150

の
第
Ⅱ
期
中
期
計
画
に

沿
っ
て
、
理
事
長
と
し
て

の
視
点
か
ら
、
二
〇
二
四

年
度
の
本
院
全
体
の
歩
み

が
概
略
的
に
振
り
返
ら
れ

て
い
ま
す
。
ご
高
覧
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま

す
。

2024年度
学
校
法
人 

東
北
学
院

事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て

常
任
理
事
（
総
務
担
当
）　
阿
部
　
重
樹

事
業
報
告

常
任
理
事
（
財
務
担
当
）　
鈴
木
　
勇

決
算
報
告


